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「
封
建
的
社
會
構
成
體
の

 

'
,

一
基
本
的
經
濟
法
則

」

に
關
す

る
覺
ぇ

書

■
 

、 

一

^
土
地
所
有
の
性
格
規
定
の
た
め
の
序
說

——

まえ
がき

一
封
速
的
土
地
所
有
關
係
の
起
源

 

\

ニ 

r

經
濟
外
的
強
制」

と
地
代
範
疇 

i
經
濟
外
的
强
制 

11
地
代
箣
禱 

三
封
婕
的
社
會
襬
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則

i
封
建
的
再
生
產
構
造
と
#
建
的
生
庳
關
係
の
進
步
的
性
格

ii
地
代
形
態
の
轉
換
と
地
代
作
出
機
構

ii
i
r封
雜
的
社
會
临
成
體
の
基
本
的.經
濟
法
則」

の
定
式

'
，
ま
：
え

が

.
き

.

rc

農
地
改
£

が
占
領
政
策
の
.一
環
と
し
て
地
主
勢
力
の
農
民
支
配
を
排
除 

し
え
な
か
つ

た

し

、

土
地
所
有
の
封
建
性
を
拂
拭
す
る
こと
も
出
来
な
か
つ
た

と
い
ぅ
、『

農
地
改
革』

に
對
す
る
評
價
は
、
確
定
さ
れ
た
と
い
っ
てIIい」

と 

は
い
え
、
そ
し
て
、

「

再
編
地
主
制」

の
存
在
形
態
の
實
證
も
か
な
り
行
わ
れ 

て
い
る
と
は
い
え
、
土
地
所
有
の
封
建
的
性
格
を
規
定
す
る
理
論
的
な
キ
メ
テ 

は
な
お
未
だ
充
分
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

「

封 

建
的
土
地
所
有
、
す
な
，わ
ち
封
建
制
度
の
基
礎
の
本
質
が
完
全
に
正
し
く
は
理 

解
さ
れ
て
い
な
I」

こ
と
を
意
味
、マノる
。
，
 

,

と
こ
ろ
で
、，

「

所
有
な
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歷
史
的
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ 

別
個
に
、
そ
し
て
全
然
こ
と
な
る
一
速
の
社
會
的
諸
關
係
の
な
か
で
、
發
展
し 

て
ぎ
た」

の
で
あ
る
か
ら
、

「

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
所
有
を
定
義
す
るこ
と

は
、
ブ 

ル
ジ™
ァ
的
生
産
の
社
會
的
諸
關
係
を
す
べ
て
説
明
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な 

い」

と
同
樣
に
、封
建
的
所
有
を
定
義
す
る
こ
と
は
、封
建
的
生
産
の
社
會
的
諸 

關
係
を
す
ベ
て
說
明
す
る
こ
と.に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
い
ぅ
場
合
の

「

所
有」 

は「

生
產
の
社
會
的
諸
關
係
の
總
體
、
い
い
か
え
れ
ば
生
產
諸
關
係
の
總
體

」

で
あ
っ
て
、「

生
產
詻
關
係
の
菡
礎
的1}
1
|
1
'
1
|

を
意
味
す
る
所
有
の
槪
念

」

と
は
1 

.
一
應
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
え
、

「

生
產
諸
關
係
の
：基
礎
的
側
面 

を
意
味
す
る
所
有

」

は
、「

必
然
的
運
動
方
向
と
し
て
生
產
諸
關
係
の
總
體
と 

し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い

」

。
そ
れ
故
に
、
封
建
的
社
會
構
成
體
に
つ
い 

て
い
え
ば
、「

生
產
諸
關
係
の
寒
礎
的
側
面
を
意
味
す
る
所
有

」
=

封
建
的
土
地 

所
有
を
理
解
す
る
こ•と
が
、‘
封
建
的
所
有=

封
建
的
諸
關
係
のi

體
を
理
解
す 

る
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
封
建
的
土
地
所
消
は
封
建
的
生
產 

諸
關
係
の
悪
礎
で
あ
り
、
封
建
制
度
の
基
礎
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
封 

建
的「

生
產
諸
關
係
の
基
礎
的
側
面
を
意
味
す
る
所
有

」
=

 

‘封
建
的
土
地
所
有 

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
ば
、
封
建
社
會
の

「

獲
富
さ
と
多
樣
性
と
を
と
も
な 

っ
た
い
ろ
い
ろ
の
現
象
の.ぅ
ち
で
、

一
般
的
な
、
本
質
的
な
、
反
復
す
る
必
然 

的
な
現
象」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

T

封
建
的
社
會
構
成
體
の
蕋
本
的
經
濟
法
則

」 

を
明
ら
か
に
す
る
こ.と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
所
有
な
る
も
の
が 

「

一
個
の
歷
史
的
範
疇

」

で
あ
り
' 
そ
れ
ぞ
れ
の
社
會
構
成
體
の

r

特
定
の
具 

體
的
.歷
史
的
形
態
の
所
有
と
し
て
の
み
現
實
的
に
存
在
^
^
1

」

か
ぎ
り
、
封 

建
的
土
地
所
有
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
か
く
て
、
わ
れ
わ
れ 

は
、
封
建
的
土
地
所
有
關
係
の
起
源
か
ら
は
じ
め
る
。

(

註
1)

小
池
某
之「

地
主
制
禅
編
の
ニ
形
態

J 、

本
誌
、
昭
和
三
十
年
七
月 

號
、1

頁
。
 

.
'

(

註
2

y

.ソ
同
盟『

歷
史
學
の
諸
間
題』

編
集
，部
，

「

封
建
的
社
會
檇
成
體
の
基 

本
的
經
濟
法
則
に
っ
い
.て」

、

經
濟
評
論
、
'.
一
九
五
五
年
十
一
月
號
、
九
八 

頁
。
歴
史
評
論
、一

九
五
五
年
九
月
號
、
五
六
.頁
。

C

能 

3)

I(

說 

4)

g
^
Hi<
^
.
.
. 

.
d

乾 

E
l
e
n
d

 

d
e
r

 

Philosophie,

「

封
建
的
.社
.會
權
成
體
の
蔚
本
的
經
濟
法
則

」

に
關
す
る
翬
え
，書

：

S
t
u
t
t
g
a
r
t

 1921. S
.
1
4
0
V

邦
譯
マ
ル
，
エ
ン
選
集
、
第

V卷
、
四一

一
 
五
頁
。

8

5
丫

(

註
6)

.
藤
田
勇「

法
範
瞎
と
し
て
の
，所
有」

ソ
ヴ
工
ト
法
學
、
笫

.

1.

卷
第
四
號
、
三
ニ
丨
三
頁
。

(

註
7〕

そ
れ
故
に
、「

中
世
で
は
、
資
本
自
體
も
':
：
:
こ
の
よ
う
な
土
地
所 

有
的
性
格
を
お
び
て
い」

て
、「

土
地
所
有
が
支
配
し
て
い
る
：す
べ
て
の
形 

態
で
は
、

自
然
關
係
が
な
お
お
も
き
を
な
し
て
い」

た
の
で
あ
.る

(「

魅
濟 

學
批
判」

、
.マ
ル• 

H

ン
選
集
、
湔
卷
3 

二
八
七
頁
、

し
か
る
に
、「

資
本 

-

が
支
配
す
.る
諸
形
態
で
は
、
社
會
的
に
、
歴
史
的
に
創
造
さ
れ
た
要
素
が
お
- 

.
も
き
を
な
し
て
い
.る
。

地
代
は
資
本
を
理
解
し
な
い
で
は
理
解
さ
れ
え
な

.
い
。
.し
か
し
、
お
そ
ら
く
、
資
本
は
地
代
を
理
解
し
な
く
て
も
じ
ゆ
う
ぶ
ん 

理
解
さ
れ
う
る」

(

同
上)

。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
的
土
地
所
有
の
某
：磯
が
資 

本
の
所
有
關
係
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
對
應
す
る
意
味
で
、
到 

建
社
會
忙
お
い
て
は
、
封
建
的
土
地
.所
有
が
他
の
あ
ら
ゆ
る
生
庳
諸
手
段
の 

封
建
的
所
有
0
基
礎
で
あ
る
。
從
っ
て
、
封
建
的
土
地
所
有
と
封
建
的
所
有 

と
は
、
全
々「

相
異
つ
た
內
容
を
示
す」

も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
さ
り 

と
て
、
兩
者
はf

全
く
同
一.の
意
味」

(

福
富
芷
實「

封
建
的
所
有
と
經
濟 

外
的
強
制
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題J

、

經
濟
論
叢
、
第
七
十
六
卷
第
二
號
四

.
七
頁)

で
は
な
い
。

マ
ル
ク
•ス
がf

、

近
代
的
土
地
所
有」

は「

資
本
主
義
的 

生
產
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た 
土
地
所
^

j
,
.
、
fi
£r
a)
o
Ĥ

y
0:
o"
tD
y
<2
U

§ Me
h
r
-

 

w
e
d
t
.

 .
I
L
,
z
w
e
i
t
e
r

 

T

e

p

S. 

7
.〕

で
.あ
り
、
' 

r

ブ
ル
ジ
.ョ
ァ
的
生
糜
の 

諸
條
件
に
服
し
た
封
建
的
所
有
で
あ
V

2

s

i自
§
&.d

e
r

 

philoso- 

phie, s. 1
4
4
.

邦
譯
、
前
掲
、
四
ス
九
頁)

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
土
地
所 

.有
は
勞
働
の
生
產
.物
な
ら
ざ
.る
：土
地
を
獨
.占
的
に
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ 

'

て
、
土
地
所
有
者
に
と
.つ
て
何
ら
の
費
用
を
も
耍
せ
ず
し
て
剩
餘
價
値
ま
た

.
C

四
四
三)
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1
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-
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^
S
T
B
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f 

1
*f
-*;
1
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L
2
#
1
4
,
4
-

す

.. 
ぃ■

卜
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3 

} 

X
'
;
-
;

び
 

w

m
 

:;:
•
:
. 

r

'
:

い
，

V
ソ

べ

バ

;

\

'ゾ

-'、：

パ

パ

ゾ

プ

 

'

V'
,
、;:
:

'
:
'

〉

,;
\ 

, 

/
C
、' 

- 

.
, 

-

>

.-

マ
ン
的
形
態
に
、¥

な
ゎ
ち
小
經
營
的
生
產
樣
式
の
ゲ
ル
マ
ン
：的
形
態
に
、
な

.:

i 
ニ
田
學
會
雜
誌
第S

汁
九
卷
第
六
號

 

‘

は
剩
餘
勞
俲
を
收
奪
す
る
か
ら
で
.あ
る
。
し
か
る
に
、
资
本
に
よ
る
剩
餘
m 

:
値
：の
-收
奪
は
？
可
變
資
本
と
勞
働
力
と
の
交
換
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
^
銀
と 

い
う「
等
憤」

.'を
支
拂
っ
て
行
わ
れ
^
。
そ

こ

に
、

封
建
的
#
取
，と
資
本
主 

義
的
.摊
取
と
の
逆
い
が
あ
.る
。
こ
..の
よ
う
に
、
土
地
所
有
ビ
よ
‘る
剩
餘
懷
値 

の
收
奪
は
資
本
主
義
社
會
に
お
い
て
も
'「

等
僙
な
し
に」

行
わ
れ
る
と
い 

.
'う
葸
味
に
お
い
て
土
地
所
有
そ
の
も
の
が
封
雖
的
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
迸
代
的
土
地
所
有
が
經
濟
的
に
自
己
を
赏
现
寸
る
形
態
た
る
地
代 

は
、
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
分
で
あ
り
、
そ
れ
は
惯
値
法
則=

生
產
價
格
法 

.則
に
よ
っ
て
•規
定
さ
れ
て
い
，る
.と
い
ラ
こ
.とc

す
な
.
..
わ
ち
、
資
本
に
從
屬
し
.
 

て
い
る
と
い
う
意
味
に
.お
い
て
、
そ
の
土
地
所
有
は
近
代
的
所
有
な
の
で
あ 

:

る
。「

土
地
所
有
そ
れ
®
體
の
封
遮
的
性
格」

.は
、
何
ら
の
費
用
を
も
耍
せ
，
 

ず
し
て(

何
故
な
ら
ば
ノ
土
地
は
勞
働
の
生
產
物
で
は
な
い
か
ら)

剩
餘
M 

値
ま
た
は
剩
餘
勞
俲
，を
收
奪
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「

普
遍
的 

.

.

.競爭
と
純
工
場
的
生
.產
と
を
阻
止
し
よ
：う
と
す
る
'傾
向
/(
？)

」
(

福
富
、
前 

揭
論
文)

に
あ
る
の
で
は
な
か
，っ
た
の
で
あ
る
。
' 

c

f〕

前
掲
、「

封
建
的
社
會
權
成
體
の
蕋
本
的
經
濟
法
則
に
.っ
い
て」

、
經 

評
、

一
0
六
頁
。
塍
評
、
六

::
-
:頁
。
 

■

S

3

藤
田
、
前
揭
論
文
、
二
八
頁
。

I

封
建
的
土
地
所
有
關
係
の
起
源_ 

,

「

中
世
の
農
奴
は
直
接
的
に
古
代
の
奴
隸
な
い
し
コ
ロ
1
ヌ
ス
か
ら
發
生
し 

た
も
の
で
は
な
く
て
、
.ゲ
ル
マ
ン
的
な
商
由
農
民
の
な
れ
の
果
て
で
あ
.0.
、…

'• 

…

そ
れ
ゆ
え
、
中
世
の
封
建
的
生
_
樣
式
は
直
接
的
に
古
代
の
奴
隸
的
生
產
樣
. 

式
に
接
績
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
原
始
共
同
蹬
的
生
產
樣
式
の
分
解
の
ゲ
ル

い

し

そ

の

基

礎

と

し

て

：
の

、、
£
共

ー

同

體

的

土

地

所

有

と

小

诌

由

土

地

所

有

と

の

.
結 

合
の
ゲ
ル
マ
ン
的
形
態
に
系
諮」

を
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
ク
ル
，、
ン 

的
形
態
た
る
や
、F

大
土
地
所
有
に
よ
っ
て
區
別
さ
れ
る
貴
族
階
級
を
有
し
て 

い
た
こ
と
、
農
民
は
絕
對
的
に
均
等
な
保
有
地
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ 

と
、
最
後
に
.不
自
由
人
は
或
る
特
定
.の
姘
地
を
耕
.し
、
そ
の
收
權
に
よ
っ
て 

H
e
r
r
n
.

に
對
I,…

…

納
付
を
行
か
2̂
た
と
い
う
こ
と
等
を
ど
う
し
て
も
承
認 

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
：な
い
の
で
ぼ
紀」

。

な
る
ほ
ど
、ド
ィ
ッ
太
古
代
.に
お
い
て
國
民
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
も
の
.は
、
 

專
ら
茵
由
民
で
あ
り
、
不
自
©
民
は
傲
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
s
Et
l
民
の
う 

ち
大
部
分
は
農
民
と
し
て
生
活
し
て
い
た
が
、.
一
部
は
土
地
領
主(

G
r
u
n
d
-

 

h
e
r
r
)

と
し
て
生
活
し
て
.い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
或
る
小
數
の
も
の
. 

は
社
會
的
な
意
味
に
お
い
て
貴
族(

A
d
e
l
)

と
稱
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て 

彼
等
の
う
ち
よ
り
大
な
る
土
地
所
有
者
は
大
衆
の
±
に
ま
ち
、
慣
習
上
國
家
內 

の
，恒

常

的

な

^

職

(

王
位
.
1|
人
祖
長
.〔V

o
r
s
t
e
h
e
r
a
n
r
t

 d
e
r
K
u
n
d
e
r
t
-

 

s
c
h
a
f
t
〕
)

は
彼
等
の
間
か
ら
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
大
部
分
の
土
、地
領
主
は
小
規
橫
な
も
の
で
あ
っ
て
、「

領
主
な 

る
も
の
が
從
屬
民
の
納
付
に
よ
っ
て
彼
の
生
計
に
對
す
る
補
給
を
保
持
す
る
も 

の
で
.あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
小
領
生
,i
そ
の 

傍
ら
な
お
自
か
ら
め
生
計
の
た
め
に
働
い
た
の
で

！̂
於」

。

そ
れ
ゆ
え
に
、
小 

領
主
と
通
常
•の
.農
民
と
の
間
に
は
明
確
な
線
が
引
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
 

兩
者
の
差
異
は
瑺
に
大
農
.と
小
農
の
差
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
社
會
構
成
を
な
し
て
い
た
ゲ
ル
マ
，ン
諸
民
族
は
' 

口
！
マ
領
に 

侵
入
し
て
宜
大
な
帝
國
領
を
繼
承
し
た
。
が
く
-1
.て
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
支
配
者

の

も

と

，
に

は

麵

1

の
土
地
が
集
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
國
王
は
M
大
な
土
地
の
所
有 

港
と
な
り
、
ま
た
同
織
に
他
の
諸
部
族
の
支
配
者
も
、.
よ
り
小
規
徵
で
は
あ
れ 

大
土
地
所
有
者
と
な
つ
た
。
こ
の
i

は
太
古
^
の
貴
族
の
所
有
す
る
と
と
ろ 

を
遙
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の「

民
族
大
移
動
以
来
、
'ド
ィ
ッ
人
の 

間
に
耕
地
の
私
有
制
が
生
ず
る
こA

J

に
よ
っ
て
保
有
關
係
に
お
け
る
變
化
が
起 

っ
た
。
.各
人
が
そ
の
土
地
の
^
由
な
處
分
權
を
獲
る
や
否
や
、
彼
は
そ
の
土
地 

を
分
割
す
る
こ
と
も
、
そ
の
一
部
^
^
は
全
部
を
寶
却
す
る
こ
と
も
出
來
た 

し
、
又
他
の
渚
が
自
已
の
所
有
地
に
他
の
多
く
の
土
地
を
附
加
え
る
こ
と
も
可 

能

と

な

っ

，
た

。

親

族

•

の
同
意
の
必
要
と
い
う
障
碍
も
、
男
子
の
女
子
に
對
す
る 

慶
先
相
i

も
、
財
産
の
分
割••

寶
却
を
權
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ

. 

た」

。

.

-■
•

か
く
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
共
同
體
的
土
地
所
有
及
び
保
有
關
係
は

「

犬
移 

，
動」

と
と
も
に.崩
駿
し
、冉
代
ロ
 
I
マ
の
奴
^
制
は
消
失
し
て
、封
建
的生
產
樣
. 

式
べ
と
移
行
し.た
の
で
あ
る
が
、

.

口 
ー
マ
の
借
%,
農
民
と
新
し
い
封
建
的
隸M 

民
と
の
中
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ランク
の
商
由
農
民
が
存
在
し
た
の
で
あ 

る
。
し
か
し
、
彼
等
は
や
が
て
絕
え
ざ
る
內
亂
と
证
服
戰
學
と
に
よ
っ
て
、
全 

く
疲
れ
は
て
て
零
落
し
た
。
戰
爭
と
掠
奪
と.に
よ
っ
て
荒
廢
し
た
彼
等
は

「

そ 

の
土
地
の
所
有
權
を
保
識
主
に
讓
り
わ
た
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼 

等
は
こ
の
土
地
.を
種
々
樣
々
な
且
っ
變
化
す
る
形
態
の
下
に
、
但
し
常
に
勞
役 

及

び

租

税

，の
'給

付

を

條

件

と

す

る

と
こ
ろ
の

賃

^

^

とし
て
、
再

び

保
護
主
か 

ら
受
け
と
っ
た
。

一
度
か
よ
う
な
隸
屬
し
た
形
態
に
屘
.か
れ
る
と
、
彼
等
は
次 

第
々
々
に
㈣
人
^
自
由
を
も
失
い
、
數
世
代
も
經
た
ぬ
う
ち
：に
大
部
分
は
農
奴 

,と
.な
つ
て
し
ま
つ
：た,一
,の
で
.あ
る
。

.

.

. 

..パ

.

/

こ
の
よ
う
に
し
て
農
奴
制
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
' 
し
か
も
、
人
民
大
衆

-
「

対
雄
的
社
會
權
成
體
の
銮
本
的
經
濟
法
，則

」

軋
關
す
る
嗇
え
齊

が

「

農
業
以
外
の
，職
業
に
お
い
て
彼
等
'の
生
活
資
料
を
確
保
す
る
に
全
く
不
充 

分
で
W
於」

と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
經
濟
的
發
展
段
階
の
も

と

に
お
い
て
は
、
 

農
民
が
自
己
の
勞
働
カ
の
再
生
產
を
行
う
た

め

に

は

、

封
建
領
ま
の
經
濟
的
な 

保
護
ま
た
は
保
證
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
飢
徽
、災
害
等
に 

よ
っ
て
農
奴
の
生
命
が
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
生
.じ
た
場
合
、
M
主
に
よ 

っ
て
封
建
的
な
保
護
が
な
さ
れ
、
ま
た
、領
有
圏
外
の
敵
に
對
し
て
、
領
主
は
農 

し
民
を
保
護
し
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
領
主
の
あ
ら
ゆ
る
意 

味
で
の
.保
護
の
も
と
で
.の
み
、
農
民
は
^
己
の
勞
働
力
を
再
生
產
す
る
こ
と
が 

で
き
.た
の
：で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
か
か
る
領
主
の
農
民
保
護
は
生
產 

と
切
り
離
し
て
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
自
身
體
制
的
な
經
濟
的
機
能
と 

解
さ
れ
な
け
れ
，ば
な
ら
な
い
。事
實
、直
接
經
濟
的
に
も
大
土
地
所
有
漭
は
そ
の 

經
營
か
ら
生
じ
た
生
產
餘
剩
を
未
墾
地
開
墾
希
望
渚
に
用
た
の
で
あ
り
、
 

土
地
.の
植
民
ば
領
主
の
協
力
..の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
セ
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
 

甜
建
的
農
民
は
經
濟
的
に
.自
己
を
完
結
し
た
不
變
の
モ
ナ
ド
で
は
な
く
、
1

. 

的
土
地
所
有
卷
に
よ
っ
て
^

^

さ

れ
て
は
じ
め
て
泡
己
の
小
經
營
を
西
生
產
す 

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
關
係
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
お
る
。

そ
し
て
ま
た
、
封
建
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、「

所
有」

と

「

占
有」

と 

‘
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
：

「

直
接
生
產
者
が
、

土
地
を
も
ふ
く
め
て
、s

i

分
の
あ 

ら
ゆ
る
勞
働
條
件
を
古
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
直
接
生
產
者
が
商
分
の
分
與
地 

.•
の
所
有
者
で
あ
る
こ
.と
•を
、；.け
つ
し
て
意
味
す
る
%
の
で
は
な
い
。
分
與
地
を 

.利
弔
し
占
宥
す
る
と
い
う
、
：個
'々
の
農
民
が
も
つ
て
い
た
■

的
な
權
利
は
、

.

.土
地
所
有
者
と
し
て
.の
封
建
領
主
の
が
わ
が
ら
こ
の
權
利
が確

！
！

さ
れ
.る
こ
と 

を
前
提
と
し
.て
：^|
^」

.の
で
ぁ
る
。
こ
の
土
地
所
有
渚
と
し
：て
の
封
建
領
主
の

確
認
な
く
b
て
は
直
接
生
產
者
は
耕
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
か
る
意
味

四
三 

ハ
^
四
7|
.

〕
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選
集
第
十
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下
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四
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四
頁
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註
7
,

)

リ
チ
ャ

ー

ド

.
ジr

ン
ズ

「

地
代
論」

岩

波

文

婼

版

、

上
卷
七
一

.

-
:頁
0

V 

. 

.

、
.

一

一

一
田
學
會
雜
認
：
;'
,
.第
.四

十

：九

卷
/
第

：六

铍

«

。
.，
て

，
，
'■
'

:
に
'松
い
.て
も
直
接
生
產
者
の
小
經
營
は
、
領
主
.に
媒
介
さ
れ
て
は
じ
め
て
經
濟

i 

.
的
に
岛
己
完
結
す
る
と
い
ぅ
關
係
に
，あ
っ
た
の
で
あ
る
。

:.
以
上
の
よ
ぅ
.な
點
に
、
封
建
的
土
地
所
有
者
が
地
代
を
徵
收
し
ぅ
る
經
濟
的 

根
據
が
み
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
、
メ

イ
マ
ン==

ス
ヵ
ー
ス 

キ
ン
の
よ
う
に
、
土
地
所
有
者
に
最
初
か
ら
.r

社
會
を
治(

め
る」

と
い
ぅ
、
非 

經
濟
的
な
分
業
的
機
能
を
歸
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
封
建
的
搾
取
の
_
_
關 

係
か
ら
す
る
根
據
を
見
失
って
は
な
ら
な
い
。
封
建
的
小
農
民
を
そ
れ
自
體
，で 

經
濟
的
に
自
己
完
結
す
る
不
變
の
モ
ナ
ド
と
理
解
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
搾
取
關 

係

.
敵
對
的
生
產
關
係
を
一
片
だ
に
ふ
く
ま
ぬ
超
歷
史
'^
範
疇
と
し
て
の
小
農.

民
的
生
產
ま
た
は
小
經
營
一
般
の
ぅ
ち
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
ぅ
で
あ
ろ
ぅ
。
小 

.

經
營
一
般
.ま
た
は「

小
經
營
的
生
產
樣
式

」
な
る
概
念
は
、
そ
れ&
體
と
し
て
、 

こ

の「

生
產
樣
式」

の
性
格
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(

註
I

V
栗
原
百
壽「

農
業
問
題
入
門」

五
一
頁
。
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六
頁
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c
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H.

ン
ゲ
ル
ス「

家

族
*
秈
有
財
產
及
び
國
家
の.起
源」

社
會
主
義
.著 

.
作
集
、
#
沖
康
男
課
、
ニ
ニ
ニ
頁
。

マ
ル.
エ
ソ
邇
集
第
十
三
卷
下
、.
S
7C
.

五
頁
。

(

f

 )

同
.上
、
社
會
主
義
著
作
集
、
村
井
康
男
譯
、

ニ
ニ

 

◦
頁
。

マ
ル
•
ェ
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註
.s
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g
L
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B
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a
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a
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S
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3
2
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邦
譯
、
五
九
頁
。

(

註
9)

前
掲「

封
建
的
社
會
櫞
成
體
の
莲
本
的
經
濟
法
則
に
っ
ぃ
て」

趑
評 

.

九
八—

九
頁
0
歷
評
、
五
六—

七
頁
。

-

、

(

註
10) 

3
--
-;
3;
丨"ス
;:「

封
建
制
機
檇
の
基
本
的
鯉
濟
法
則
に
っ
ぃ
て

」 

經
評
、!

九
五
四
年
八
月.號
、
' 一
六
四
頁
。

ニ

「

經
濟
外
的
强
制」

と

地

代

範

疇
-

•

i

經
濟
外的

强
制 

.
旣
に
述
べ
た
如
く
、
封
建
制
度
の
も
と
にお
け
る
小
農
民
の
小
經
營
が
領
主 

=

土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
經
濟
的
に
自
己
完
結
す
る 

も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
：のよ
ぅ
な
生
產
關
係
.
"
土
地
所
有
關
係
は 

「

同
時
に
直
接
的
な
支
配N
お
よ
び
隸
屬
關
係
と
し
てあ

ら

わ

れざ
る
を
え
な 

い」

。
な
ぜ
な
ら
ば
、
直
接
生
產
者
は

「

自
分
自
身
の
生
活i

手
段
の
生
產
' 

の
た
め
に
必
要
な
生
產
手
段お
よ
び
勞
働
條
件
の『

In
有
！
？j

た
る
に
と
を
ま」

*

り
、『

所

有

者』

で
は
な
く
、

封
建
領
主
の

「

許
可」

な
く
し
て
は
自
己
の 

勞
働
カ
を
再
生
產
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ 

で
は
土
蓊
.

(

經
濟
櫳
造)

は
上
部
構
造(

政
治
的
支
酿
n
隸
從
關
係)

と
重
り 

あ
っ
.て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

「

經

濟

訪

强

制
.は
、
封
建
的
所
有
の 

有
機
的
要
素
だ
つ
た

」

..(
H

ヌ
广H

ヌ
•
コ
モ
フ)

と
者
え
ら
れ
た
り
、
あ
る. 

い
は
、
逆
に
封
建
的
搾
取
は
本
來
的
な
生
産
過
程
の
外
に
あ
る
現
象
と
し
て
の 

み
考
え
ら
れ
た
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。
後
者
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
封
建
的

土
地
^
有
者
を
最
初か
ら
生
產
過
程
の
外
に
あ
る
寄
坐
者
と
し
て
の
.み
規
定
し 

て
し(

ま
い
,
直

接

生

產

者

は

そ
れ
，：！：！

體

で

經

濟

的

に

自

己

完

結

す

る

も

の

と

理 

解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
考
え
方
は「

封
建
社
會
の『

甚 

本
的
生
產
細
胞』

を
最
初
か
ら
獨
立
小
生̂

1」

と
す
る
固
定
觀
念
に
も
由
來 

し
て
い
た
？
し
か
し
、
周
知
の如
く
、
封
建
社
會
の『

基
本
的
生
71
|

_胞』

は 

最
初
か
ら
小
經
營
の
み
で
はな
く
、
ヴ
ィ
リ
ヵ
チ
オ
ン
體
制
に
明
ら
か
に
示
さ 

れ
て
い
る
如
く
、
直
1

大
經
^r

が
あ
つ
た
こ
と
を
わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、_
建
社
會
の『

基
本
的
生
產
細
胞』

を
最
初
か
ら「

㈱
 

立
小
生
產
者」

と
し
、「

他
面
封
建
的
土
地
所
有
者
を
政
治
的
支
配
者
と
合
致 

す
る
大
領
主
と
し
て
双
方
の
概
念
を
固
定
化
し
、
雨
者
の
機
械
的
な
對
抗
關
係 

と
そ
の
變
化
か
ら
封
®
經
濟
の
全
辦
造
と
發
展
傾
向
を
理
解
じ
よ
う
と
す
る
考 

え
が)」

、
從
來
一
般
にT

經
濟
外
的
强
制」

を
、
_
建
的
土
地
^
^
關
係
そ
の 

も
の
か
ら
で
は
な
く
、

「

直
接
生
產
者
が
獨
立
し
て
い
る
事
實
か
ら

」

と
ら
え 

よ
う
と
し
て
い
た
根
據
で
あ
っ
た
の
で.あ
る
。
す
な
わ
ち
、
封
建
的
農
民
の
小 

經
營
を
そ
れ
ま
體
で
經
濟
的
に
商
已
完
結
す
る
も
の
.と
考
え
、
封
建
的
大
土
地 

所
有
溝
を
®.
初
か
ら
生
產
過
程
の
外
に
あ
る
寄
生
渚
と
し
て
の
み
規
定
し
て
し 

ま
う
こ
と
か
ら
、
直
接
生
產
者
が

「

自
己
の
勞
働
力
の
再
生
產
に
必
要
な1

 

條
件
を
占
有
し
て
い
る

」

.
營
&
.農
民
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
か
ら
土
地
所 

有
者
が
剩
餘
i

ま
た
は
剩
餘
生
產
物
を
收
奪
す
る
た
め
に
は

「

經
濟
外
的
强 

制」

を
用
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ

り

、そ
れ
.な
く
し
て
は
自
營
農
民
か
ら
剩
餘 

®

ま
た
は
剩
餘
生
產
物
を
汲
み
と
る
こ
と
が
.で
き
な
い
、
と

い

うふ
う
に
、 

r

經
濟
外
的
强
制j

は
へ 1

建
的
農
民
か
らr

剩
餘
勞
働
を
受
取
る
手
段
でi

f
と 

「

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
，の
.よ
う
な
考
え
方
の
う
ち
，に
こ
そ

、「

_
罾
^
め
.

.
强
制」

を

「

獨
立
要
因
に
.ま
で
お
し
あ
げ
る
觊f
f
,の
稂
源
が
あ
っ
た
の
で
あ.

■■
:

.

「

封
雄
的
社
會
樺
成
體
の
、基
本
的
經
濟
法
則

」

.
に
關
す
る
覺
え
：書

る
。

• 

‘

「

經
濟
外
的
強
制」

.
は
封
建
的
土
地
所
有
の
屬
性
と
し
て
、
吐
地
矹
有
關
係
か 

ら
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

「
直
接
生
產
者
が
獨
立
し
て+ 

い
る
裏
實
か
ら」

と
ら
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
か•つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に 

「

封
建
制
度
の
塞
礎
と
な
っ
て
い
た
も
の
は
、

經
濟
外
的
强
制
で
は
な
く
、

封 

建
的
土
地
所
有
で
あ
へ
っ
た

j

と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
題
は
、
メ
イ
マ
ン==

ス
ヵ
ー
ス
キ
ン
の
よ 

う
に
、

r

經
濟
外
的
强
制」

の

r『

背
後
に
は
對
建
的
土
地
所
有
が
存
在
し
た

』
と 

い
う
一
行
を
添
加
す
る
だ
け
で
從
來
の
誤
は
す
べ
て
解
消
し
、
海
事
こ
と
す
む 

こ
と)」

の
.よ
う
に
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。ス

タ

ー

リ

ン
•が「

封
^

_度
の
基
礎 

と
な
っ
て
い
た
も
の
は
、
經
濟
外
的
强
制
で
は
な
く
、
封
建
的
土
地
所
有
で
あ 

っ
た」

と
.い
う
と
き
、
封
建
制
度
の
基
本
的
生
產
關
係
は
封
建
的
土
地
所
有
關 

係
で
あ
っ
て
、「

經
濟
外
的
强
制」

は
そ
め
;1
性
.に
す
ぎ
ず
生
產
關
係
そ
の
も
か 

で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
對
建
地
代
は
、
こ
：の
封
建
的
土
地
所
有
の
經
濟
的
自
己
實
現
の
形
態 

で
あ

り

、

「

經
濟
^
§
强
制」

は
封
_
的
土
地
矹
|
の
_
罾
外
的
自
己
«
現
の
^
 

態
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
封
建
的
土
地
所
有
は
經
濟
的
に
は
封
建
地
代
と
し
て 

あ
ら
わ
れ
、
經
濟
外
的
に
は

「

支
酿
=
隸
從
關
係」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
封
建
制 

度
の
特
徵
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
、
封
建
的
土
地
所
有
、S

濟
外
的
强
制」

、
封
建 

地
代
の
關
係
は
この
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ばな
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、

「

經

濟
外
的
强
制」

を「

土
地
の
農
奴
主
的
所
有
者
が
、
直
接
生
産
者

…
…

か
'ら
、
餘 

剩
勞
働
を
受
取
る®

と
^
え
た
り
、「

封
建
地
代
を
取
得
す
る
た
め
の
不 

可
缺
の
藤
|
ー

」

と
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
芷
し
く
な
い
。
け
だ
し
、

「

經
濟
外
的

.
:强
制
L-
は
：封
建
地
代
を
取
得
す
る
場
合
に
の
み
發
現
す
る
も
の
'で
も
な
い
し
、
ま

. 
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三
田
學
會
雜
誌

索

四

十

九

卷-

第
六
號
>

た
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
お
い
て
は
、
ま
ず
封
建
的
土
地
所
有
が
あ
つ
て
，、
そ 

:

の
..經

濟

的

自

已

實

現

の

た

め

の

不

可

缺

の

媒

介

物

と

し

て

の 

.
に
よ
づ.て
地
代
を
取
得
す
る、
' と
い
う
、
封
建
的
土
地
所
有I

經
濟
外
的
强 

'
.制
：一
^
封
建
地
代
と
い
う
關
係
と
し
て
と
ら
え
：ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。
'-
L 

■
た
が
つ
て
ま
た
，
こ.こ
で
は
封
建
的
な
小
農
民
經
營
を
ば
、
再
生
產
的
機
能
を 

.SI

分
固
#
の
な
か
で
完
結
し
た
小
生
產
者
と
前
提
し
、
他
方
封
建
的
土
地
所
有 

，
者
を
最
初
か
ら
、
な
ん
ら
の
生
產
的
機
能
を
も
も
た
な
い
、
そ
の
意
味
で
、
.寄 

生

的

な

、
外

部

か

ら

.の

收

奪

者

と

し
て
の
み
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
，
こ
の 

:

よ

う

に

考

え
，る

こ
と

は「

封
建
制
度
は
は
€
め
か
ら
反
動
的
で
あ
つ
た
と
い 

う
、’ま
ち
が
つ
た
考
え
を
生
み
だ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
.と
こ
ろ
が
、
.：封
建
的
生 

.產
關
係
が
生
產
カ
の
い
つ
そ■う
の
成
長
を
保
障
す
る
時
代
に
は
、
封
建
領
主
階 

級
は
、
進
步
的
役
割
を
演
じ.る
の
で(I

奶」

。

-,
經
濟
外
的
獲」

は
S
剩
勢
働
を
受
艰
る

i

め」
や「
封
建
地
代
を
取
得
す 

る
た
め
の
不
可
缺
の
形
態

」

で
は
な
い
。
そ
れ
は
絶
於
ル.

i
i
l
B'
n

齋
い

i

除

4
如
#
蒙

麗

そ

の

も

の
.
n

i
i'
L>
m
 k
 

w
iM'
i'
い

て
.の)

で
あ
り
、
そ
れ
は「

吏
配
=
雜
從
關
係
1_
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

,
封
建
的
土
地
所
有
が
經
濟
的
に
自Q
を
實
現
す
る
形
態
が
封
建
地
代
で
あ
る 

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
經
濟
外
的
に
出
己
を
實
現
す
る
形
態
が

5

配
"
隸 

從
關
係」

で
あ
る
こ
と
は
旣
に
述
ベ
た
が
、
こ
の
よ
う
忆
經
濟
的
に
の
み
な
ら 

ず
、
同
時
に
經
濟
外
的
に
も
自
己
を
實
現
す
る
と
こ
ろ
に
封
建
的
土
地
所
有
が 

.近
代
的
土
地
所
有
と
異
る

|

つ
の
基
本
的
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
の
で.あ
る
。
從 

つ
て
.、.こ
の
龈
^
か

ら

封

豸

的

土

地

矹

豸

と

砠

が

^
±
矶

矹

豸

と

の

差

別

性

を 

規
宏
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、
近
代
的
土
地
所
有
は
經
濟
的
に
の
み
し
か
茚
已 

'
<i
.*f
現
し
な
、
に
も
か
カ
ゎ
ら
す
す
な
わ
ち
、
.地
代
と
.
し

て

し

か

自

己

を

實

、
 

四

六

(

四
四
八)

現
し
な
い
に
も
：

4

か
わ
ら
ず
、.
.
.
封
建
的
±

地

所

有

は

經

^

外

的

に

も

[:
-
1

0
を
實 

現
す
る
と
こ
.ろ
に
そ
0
本
質
が
あ
る
と
.い
え
ょ
う
。
そ
れ
故
に
，
封
建
的
土
地 

所
有
で
あ
る
か
否
か
を
規
定
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、T

經
濟
外
的
强
制」 

H

「

支
配
_
u隸
從
關
係i

,

が
と
り
あ
げ
ら
九
た
の
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
®

し
か
し
、：
卦
建
的
土
地
所
有
か
否
か
の
メ
ふ
ク
マ
ー
ル
は「

經
濟
外
的
强
制」 

の
存
否
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
土
地
所
有
が
經
濟
的
に
0
己
を
實
現
す
る 

.
形
態
"
地
代
現
象
の
う
ち
に
も
存
す
る
。
否
、
む
し
ろ
、
土
地
所
有
の
^
^
を 

經
濟
學
的
に
規
定
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
ば
：
こ
の
地
代
が
封
建
地
代
で
あ
る
か 

'
近
代
地
代
で
あ
る
か
と
い
う
點
に
と
そ
.求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と 

え
、「

經
濟
外
的
强
制」

“

「

支
配
隸
從
關
係」

が
あ
ら
わ
に
現
わ
れ
て
い
な
く 

と
も
、
土
地
所
有
が
經
濟
的
に
自
己
を
實
現
す
る
地
代
が
、
封
建
地
代
で
あ
れ 

.ば
、
そ
の
土
地
所
有
の
i

は
封
建
的
土
地
所
有
と
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
で
あ
る
。
：

，

し
か
ら
ば
、.
封
建
地
代
か
近
代=

資
本
制
地
代
か
と
い
う
、
地
代
範
嘻
を
規 

定
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
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川
久
保
公
夫「

封
速
的
顧
濟
の
某
：本
間
題

」

大
阪
市
立
大 
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學
經
濟
學
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に
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て
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え
ば
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と
一
般
的
生 

.

產
價
格
と
の
差
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
。從
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
兩
渚
と

o

f
 

V德
僧
榮
太
郞H

T

封
建
制
度
と
農
奴
に
對
す
る
不
完
全
所
有」

に
わ 

.

:

い

て

の

疑

點

』

經

評
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九

五

五

苹

六

月

雜
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一
二
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頁
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封
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傅
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評
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和
ニ
十
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頁
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大
內
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、
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文
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德
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郎
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前
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コ
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文
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頁
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13)

エ
ス
•
エ
ヌ
，
ギ
ュ
ー
ル
ジ
ャ
ン「

封
連
的
所
有
の
同
題
に
關
す
る 

^

術
討
論
會
J

M
評
、

一
九
五S

年
八
月
號
。
,

' 

S
14
V

前
揭「

封
雄
的
社
會
檇
成
體
の
雜
本
的
經
濟
法
則
に
つ
い
て」

‘
經
評 

;.
1

0
六
页
0
歴
評
.、
.
.六
ー
ニ
贾
0

V 

H
地
代
範
疇

.

:

近
代
n
資
本
制
地
代
は
農
業
資
本
家
が
ぅ
け
と
る
平
均
利
渦
以
上
'の
越
過
分 

'
で
あ
り
、
農
業
刺
餘
惯
値
の
一
分
肢•で
あ
る
。
差
額
地
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
 

地
代
は
’
一
方
で
は
一
般
的
生
產
價
将
と

.

個
別
的
生
產
M
格
と
の
差
に
ょ
：つ
て
.、
：
 

al
i
方
で
は1

般
的
费
用
偾
格
と
個
別
的
费
用
價
格
と.の
差
に
ょ
'っ
て
規
定
さ
れ

も
に
平
均
利
潤
の
作
用
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
ゐ
。，
差
額
地
代
に
つ
い 

て
い
え
ば
、
個
別
的•費
用
價
格
が
不
變
ま
た
は
增
大
す
る
場
合
に
一
i

f

 

憤
格
が
引
き
下
が
る
こと
に
よ
つ
て
平
^

㈣
■

が
增
大
す
れ
ば
⑽
れは
^
^
す 

る
が
、
逆
に
、
.個
別
的
費
用
價
格
が
不
變
ま
た
は
低
下
す
る
場
合
に
一
般
的
費 

用
攒
格
が
增
大
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
平
均
利
潤
が
^
少
す
れ
ば
地
代
は
增
大
す 

■る
タ
絕
對
地
代
に
つ.い
.て
い
え
は
、
市̂

の
如
作
を
辟
ぇ
な-
"と
.し

て

一

：股

，
 

的
生
產
償
格
が
上#
す
れ
ば
、

M
値
と
の
差
額
が
減
少
し
て
そ
れ
だ
け
地
代
は
丨 

梦
レ
，
一
般
的
生
產
價
格
が
低
下
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
地
代
は
增
大
す
る
。
か 

く
て
、
地
代
は
い
ず
れ
に
し
て
も
生
產
價
格
以
上
の
超
過
分
で
あ
る
が
、
そ
の 

.生
產
徵
路
は
費
用
債
格̂-
平
狗
利
澗
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る。
.

，こ
の
：よ
ぅ
に
、
近
代
n
資
本
制
地
代
は
生
產
惯
格
法
則
：=
憤
値
法
則
と
い
ぅ 

客
觀
的
な
法
則
に
よ
：つ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
々
、
そ
の
特
徴
は
、
利
潤
が
地 

代
を
規
定
し
制
限
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
近
代 

的
土
地
所
有
は
土
地
所
有
が
資
本
に
從
廳
し
た
形
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で 

あ
る
A

.
と
こ
ろ
が
、
封
建
地
代
に
お
い
て
は
、
利
澗
が
地
代
を
規
定
し
制
限
す
る
の 

で
は
な
く
'し
て
、
地
代
が
利
潤
を
制
限
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の「

地
^
 

の
本
質
は
.,
地
代
が
剩
餘
價
値
ま
た
は
剩
餘
i

の
咄
-
の
支
配
的
で
芷
常
的 

な
形
態
で
あ
る
し
，

1

い
ぅ
點
に
r
る」

0'
從
つ
：て
、
，
そ

こ

で

は
S

P」

が
生
ず 

る
と
す
れ
ば「

疋
常
的
關
係
.の
背
後
で
生
ず
る
：の
で
あ
つ
て
、
.

…
…

こ
の
利
潤

る

，封
•姑
的
社
舍
權
成
體
の
站
本
的
經
濟
法
則

J

に
關
す
る
覺
ぇ
朽

の
高
さ
が
地
代
を
規
定
す
る
の
で
は
な
ぐ
、
逆
に
、
利
潤
の
限
界
と
I
て
の
地

(

扎
2
>

に
よ
つ

て

利

潤

の

高

さ

が

規

定

さ

れ
て
レ-
る’
1_

の
で

%
る

o
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•

こ
と
に
封
^
地
代
^
.疇
か
否
か
め
基
礎
的
指
標
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
.な
ら 

な
い
。
そ
こ

.

で
、
土
地
所
#
の

籍

を

、
一
土
地
所
有
が
經
濟
的
に
自
己
を
實
現 

.す
る
形
態
た
る
地
代
の
視
角
か
ら
規
定
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
地
代
が
封
建 

地
代
範
疇
で
あ
る
か
近
代

=

資
本
制
地
代
の
範
疇
に
屬
す
る
か
に
ょ
っ
て
規
定 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
土
地
所
有
の
性
格
規
淀
に
關
す
る
指
標
に
っ
い
て
論
理
的
に
整
理

' 

す
る
と
、
封
建
的
土
地
所
有
た
る
こ
と
の
指
標
と
し
て
、
土
地
所
有
が
經
濟
外 

的
に
も
自
已
を
實
現
す
る
か
否
か

(「
趑
濟
外
的
强
制」

の
存
否)

.と
い
う
こ
と 

と
、
經
濟
的
，に
商
己
を
實
現
す
る
場
合
、
そ
の
地
代
が
封
建
地
代
で
あ
る
か
否 

か
と
い
う
こ
と
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
土
地 

所
有
が
經
濟
的.に
の
み
な
ら
ず
、
經
濟
外
的
.に
も
自
己
を
實
現
す
る
と
こ
ろ
に 

.封
建
的
土
地
所
有
が
近
代
的
土
地
所
有
と
は
異
る
基
本
的
特
徵
の
一
っ
が
あ
る 

と
す
る
な
ら
ば
、

r

經
濟
外
的
强
制」

の
存
在
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
土
地
所
有 

が
封
建
柳
土
地
所
有
た
る
こ
と
の
證
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、

「

經
濟 

外
的
强
制」

が
あ
ら
わ
欠
現
象
し'て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
地
代
が
封
建 

地
代
範
疇
と
規
定
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
所
有
は
封
建
的
土
地
所
有 

と
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
封
建
地
代
た
る
こ
と
の
本 

質
は」

「

地
代
が
剩
餘
價
値
ま
た
は
剩
餘
勞
働
の
唯
一
の
支
配
的
で
芷
常
的
な
形 

態
で
あ
る
と
い
う
點
に
あ
る

」

の
で
あ
る
。

’從
っ
て
、「

經
濟
外
的
强
制」

は
、
封
建
的
土
地
所
有
で
あ
る
か
否
か
の
指
標 

で
あ
っ
て
、「

封
建
地
代
の」

指
標
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
，、

「

經
濟
外
的
强
制」 

は
、
封
建
地
代
が
土
地
所
有
の
性
格
規
定
に
關
す
る
指
標
で
あ
る
.の
と
同
列
で 

.あ
つ
て
、
封
建
地
代
た
る
こ
と
の
指
標
と
は
何
ら
の
か
か
.わ
り
も
な
い
。
從
っ 

V
'
、

封
建
地
代
た
る
こ
と
の
指
標
は
、地

代

が

「

剩
餘
價
値
ま
た
は
剩
餘
勞
働
.：の

.四

八

.

.

(

四
五
〇)

，唯
一
の
支
配
的
で
，正
常
的.な
形
態」

と
.な
：つ
て
.い
る
か
否
か
と
，.い
う
こ
と
だ
け

で
あ
る
。■そ
れ
故
に
こ
そ
、
マ
ル
 

>
.ス
は「『

資
本
論』

に
お
い
て
.

…

：『

地
代
の

本
質
は
、
地
代
が_
餘
員
値
ま
た
は_

_
罾
_

の
唯
ー
の
支
配
的
な
通
例
的
な

形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
存
す
る』

と
云
う
.に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で
は
こ
れ

• 

. 

, 

(

16

3) 

,

以
上
何
ら『

經
濟
外
强
制』

に
つ
い
て
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い」

の
で
あ
る
。
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三
封
建
的
社
會
禱
成
體
の
迤
本
的
經
濟
法
則

i

封
建
的
再
生
產
鞲
造
と
封
建
的
生
產
關
係
の
進
步
的
性
格 

以
上
の
如
く
に
考
察
し
て
く
る
な
ら
ば
、
土
地
所
有
の
i

を
經
濟
學
的
に 

規
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
分
析
視
角
は
地
代
關
係
に
求
め
ら
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
地
代
關
係
こ
そ
は
生
產
關 

係
の
經
濟
學
的
反
映
で
あ
り
、
直
接
に
生
產
そ
の
も
の
か
ら
發
生
す
る
も
の
、だ 

か
ら
で
あ
る
.0
そ
れ
故
に
、
封
建
的
搾
取
が
如
何
に
本
来
的
生
產
過
程
の
外
に 

あ
る
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
經
濟
關
係

=

生
產
關
係
か
ら
す 

.る
根
據
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
封
建
的
榨
取

=

封
建
地
代
の
收
奪
が
、
如
何 

に「
經
濟
外
的
强
制」

を
と
も
な
お
う
と
も
、
.
そ
れ
は
決
し
てr

經
濟
外
的
强
制」 

舍
媒
介
と
し
て
胄
双
す
る
も
ので
は
な
い
。
封
建
地
代
は
封
建
的
土
地
所
有
關 

係
.の
も
と
に
お
け
る
生
產
そ
の
も
の
か
ら
發
生
す
る
も
の
で
あ
り
、

r

經
濟
外
的 

强
制」

は
そ
の
封
建
的
土
地
所
有
が
經
濟
外
的
に
自
己
を
實
現
す
る
形
態
で
あ

り
、
從
つ
で
そ
れ
は
經
濟
外
的
範
疇
で̂
る
。「

«
濟
外
的
强
制」

が
經
濟
學
的 

考
察
の
對
象
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が

「

生
產
に
對
し
て
規
定
敗
に
，反
作
用
^
^

」 

か
ぎ
り
に
お
い.て
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

「

封
建
的
社
會
構
成
體
の
基
本
的
經
濟 

法
則」

を
ば「

經
濟
外
的
强
'制
の
適
用
を
と
、も
な
つ
た
封̂g

 
土
%
^f
w
を
も
と 

に
し
て
、
農
民
を
撺
取̂

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
封
建
地
代
と
い
う
か
た
ち
で
剰 

餘
生
產
物
を
確
保
す
る
こ
と

J

と
定
式
化
す
る
こ.と
は
不
3£
確
で
あ
?>
-
と
い
.わ 

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
'
ま
ず
第
一
に
經
濟
法
則
.の
な
か
に
經
濟 

外
的
範
疇
た
る「

經
濟
外
的
强
制」

を
も
ち
こ
ん
で
い
る
か
らで
あ
り
、
第
二
に

r

經
濟
外
的
強
制」

は

歡

♦
妳i

記

の

も

の
.に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

r

經
濟
外
的
强
制
の
適
用
を
と
も
：
 

な
つ
た
封
建
的
土
地
所
有

」

と
い
う
と
き
、
恰

か

も「

經
濟
外
的
强
餘
の
適
用 

を
伴
.わ
な
.い
封
建
的
土
%
■所
有」

が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
易
い 

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
ソ
同
盟
歴
史
學
會
に
於
け
る

「

封
建
的 

社
會
構
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則

」

に
關
す
る
成
果
た
る

「

討
論
總
括
論
文」 

の
' 
こ
の
定
式
化
は「

封
建
社
會
！

立
期
に
お
け
る
封
建
的
土
地
所
有
の
寄 

生

的

ぬ

ぐ

い

去

る

に

は

不

宠^;」

で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
こ
と
は
こ
の
定
式
化
が
主
と
し
てメ
ィ

マ
ン
"
ス
ヵ
f
ス
キ
ン
の
見
解
に 

■

し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
.
.

メ
ィ
マ
ン=

ス
ヵ
ー
ス
キ
ン
は

「

封
建
社
會
の
菡
本
的
經
濟
法
則

」

を

「

員

 ̂

領

表

よ

つ

て

封

建

的

の

形

で

取

得

さ

れ

る

所

の

、
農
奴
お
よ
び
封
建
的 

農
民
の
剩
餘
生
產
物
の
免
產

」

と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
こ
の
定 

義
の
な
か
に
封
建
的
所
有
と

「

經
濟
外
的
强
制」

の
指
摘
が
な
い
こ
と
を
#||
し 

.て
い
る
論
者
に
對
ゎ
て
書
翰
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
つ
て
い
る
。

「

し
か
し
、
わ
. 

れ
わ
れ
の
定
義
は
、
裏
實
上
そ
の
な
か
に
封
建
的
所
有
を
含
ん
で

.い
る
。
な
ぜ

.
•

「

封

速

的

疵

會

權

成

體

の

某

：

本

的

經

濟

法

則
1-
-
に

關

す

る

覺

え

書

な
ら
ば…

…

封
建
地
代
は
領
主
が
土
地
を
所
有
し
、

§

辰
民
を
不
完
全
に
所
有
し 

て
い
る
こ
と
.の
.經
濟
的
實
現
の
形
態
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
を
式
^
は
、
事
. 

實
上
經
濟
外
的
強
制
を
そ
の
な
か
に
含
ん
で
い
る
。

.

な
ぜ
な
ら
■ば
、,
M
、王
が
農 

奴
及
び
封
建
的
從
馬
農
民
に
よ
っ
て
生
產
さ
れ
る
剩
餘
生
產
物
を
自
分
の
も
の 

に
す
る
こ
と
は
、
た
だ
、經
濟
外
猶
强
制
の
條
件
の
中
で
の
み
實
現
さ
れ
ぅ
る
か 

ら
で
あ
る」

と
。
こ
の
よ
ぅ
に
メ
ィ
マ
ンU
ス
ヵ
I
ス
キ
ン
が
反
對
論
者
達
に 

答
え
て
い
る
1C
®
は
そ
れ
自
ii
JH
し
い
.の
で
あ
る
が
、

と

「

經 

濟
外
的
强
制」

と
.の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と.な
く
、
む
し
ろ
兩
者
を
ば
ら 

ば
ら
に
と
ら
え.て
、r

經
濟
外
的
強
制
•

」

.を
封
建
地
代
を
取
得
す
る
た
め
の
不
可 

缺
の
手
段
と
考
え'
従
っ
て
、
葑
建
的
小
農
民
經
營
を
ば
、
再
生
產
機
能
を
自 

分
自
身
の
な
か
で
完
結
し
た
小
生
產
と
考
え
、
小
經
營
の

r

獨
立
姓」

か
らr

經 

濟
外
的
强
制」

を
と
ら
え
て
い•る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の.で
あ
る
。

^

※

「

封
建
的
土
地
所
有
は
自
分
の
小
さ
な
獨
立
經
營
を
も
っ
隸
屬
農
民
の
搾 

.
取
に
結
び
っ
い
て
い
た

」
(

前

掲「

封
建
制
機
構
の
基
本
的
經
濟
法
則
に 

.

っ
い
て」

經
評
、

一
九.五
四
年
八
月
號
、

一
六
四
頁

)

。T

封
建
貴
族
は
社 

會
を
治
め
■る
機
能
を
遂
行
し
、
農
民
は
自
分
の
經
營
を
有
し
て
祇
會
の
發 

展
に
必
要
.な
剰
餘
生
產
物
を
生
產
し
、
こ
れ
を
貴
族
が
經
濟
外
的
强
制
に 

よ
っ
て
自
分
の
も
の
と
す
る」

(

同
上
、
.傍
點
；
：
：
引
用
者)

。

彼
等
に
ぁ
っ
て
は
、
封
建
的
土
地
所
有
者
の
生
產
的
機
能
は
全
く
見
失
わ 

れ
、
封
建
的
土
地
所
有
渚
は
最
莉
か
ら
反
動
的
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い 

る
の
で
ぁ
る
彳
彼
等
の
よ
ぅ
に

「

撒
立
し
た
小
經
營

」

と
封
建
的
土
地
所
有
と 

の
機
械
的
な
對
抗
關
係
と
そ
の
變
化
か
ら
封|
建
^
濟
の
全
»
51
と
發
展
傾
/»
1
を

.四
九
：
.

(：

四
五
：

1
)：

:II
1
I
丨.

JI
II
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.

理
解
1
.ょ
5'
'
ど
す
る
考
.え
ガ
か
ら
は
，.「

，封
建
的
生
產
關
係
が
生
產
カ
め
，
”
つ
..
 

一
そ1
の
成
長
を
保
障
す
る
時
代
に
は
、
封
建
領
主
階
級
は
、

.進
步
的
な
役
割
.章 

.

.
演
じ
る」

：

と
.い
ぅ
こ
.と
を
理
解
.で
き
な
い
.
0

- 

-

 ,

 

\

.

•
敗

一

座

勝

取

敗•
i

、
4
^

辰
民
經
營
を
發
終せ
し
め
る
こ
と
.
 

^
 

A
-o
>

ぐ
、.

ト
6
段
略
に
お
.け
か
生
產
カ
を
發
展
.せし

め

る

ょ

ぅ

に
作
用
.し
た 

と
こ
ろ
に
あ
る
。
：

;

」

.

.

封
建
的
農
民
は
、
決
し
て
最
初
か
ら
、
.再
生
產
機
能
を
1|
1
己
完
結
す
る
も
の 

で
は
な
か
つ
た
。
封
建
的
農
民
を
經
濟
的
に
闭
已
究
結
し
た
不
變
の
モ
ナ
ド
と 

す
る
こ
と
は
、
歷
史
的̂
嘻
と
し
て
の
封
建
的
生
產
！

|

式
を
小
經
營
一
■股
に
解 

消
し
._て
し
ま
ぅ
こ
と
で
あ■り
、
封
建
的
坐
產
樣
式
の
な
か
か
ら
、
敵
對
的
生
.產 

關
係
を
抹
殺
し
て
じ
ま
ぅ
こ
と
と
な
る
。

「

封
建
機
構
の
.寒
本
的
經
濟
法
則
も 

資
本
生
義
の
そ
れ
と
同
徽
に.、
支
爾
級
の
取
得
す
る
剩
餘
勞
働
の
量
と
■率
の 

增
大
で
あ
る
と
し
て$

」

.ポ
ル
シ
.
う
ネ
.フ
.に
對
す
る
批
判
そ
の
も
の
は
正
し 

い
と
し
て
も
、
彼
等
が
封
建
的
農
民
を
經
濟
的
に
自
己
完
結
し
た
不
稷
の
'モ
ナ 

ド
と
前
提
し
、，
封
建
的
土
地
所
有
者
：を
最
初
か
ら
寄
生
的
な
、
小
生
產
者
に
势 

す
る
抑
壓
的
耍
因
と
考
义
、

「

對
建
制
機
構
の
最
終
期
に
お
ぃ
て
竹
、
封
建
地 

代
^
は
原
則
と
し
て
增
大
し
が
い

J

とi

ぅ
こ
.と
か
ら
"
封
建
的
0
營
農
民
の 

「

地
位
が
一
直
線
の
解
放
と
上
向
の
逍
を
迪
.る
：も
の
と
す
る
な
ら
ば
、，
一
社'#
' 

播
成
と
し
て
の
封
i

の
發
展
過
程
の.中
'で
、
生
產
手
段
所
有
が
生
產
カ
に
對 

し
て
も
つ
解
放
的
、
促
進
的
役
割.の
意
義
、
お
ょ
び
土
地
所
有
が
_

カ
に
對 

す
.る
抑
鼷
的
桎
牿
へ
の.轉
化
の
要
因
を
把
摘
す
る
こ.と
は
困
難
と
な
る」

で
あ 

ろ
う
。：
.

 

ン
.

卜
'
.

-.

封
建
的
農
民=

農
奴
ま
た
は
.

g
#

が
：、
奴
隸
や
賃
勞
働
渚
と
區
別
：さ
れる
と 

_こ
.ろ
0 .

も
の
ば
、.
彼

等

が
--
-
,つ
ね
に
商
分
の
生
活̂

t
；

手
段
を
自
分
自
身.で
.
.

五

o

獨
立：：に

.

M
的
勞
働
者
.と
.

し
て
.

ぬ
よ(

う

^

小
經
營
的
自
營
農
民
た
る
こ
と
で
あ
る

自
分
の
家
族
と
'と
も
に
生
產
ぜ
ね
ば
な
ら 

。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が

.し
ば
し
ば
强
調
し
て
き
た
よ
ぅ
に
、
こ
の
こ
と
か
ら
農
奴
の
小
經
營
も
铒
生
產 

機
能
をs

分
の
中
で
自
己
完
結
す
る
も
の
'と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。「

分
有
地 

に
お
け
る
農
民
の『

商
家
經
營
は
地
主
經
濟
の
條
件
で
あ
り
、
そ
の
目
的
と
す 

る
と
こ
ろ
は
農
民 

に■

•に
.生
活
字
段
を『

保
證』

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
、王 

J

 1

 

(

o〕

働
き
手
を『

保
證』

.す
る
こ
と
：で.あ

，
たJ

の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
，
農

奴
！

4

勞
働
カ
のi

得
生
產
に
必
要
な
生
活
資
料
を

『

保
證』

す
る
分
有
地
に
お 

け
る
農
民
の
i

家』

經
營
は
いr

資
本
價
値
の
可
變
部
分
を
代
閬
す
る
とこ
 

ろ
の
生
產
物
が
資
本
家
社
會
に
お
け
る
必
耍
生
產
物
で
あ
る
の
と
全
く
同
樣
で 

fe
f
社」

。
資
本
家
的
經
營
の
も
と
に
お
い
て
必
嚶
生
產
物
が
剩
餘
價
値
を
生
產 

す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
意
味
を
有
し
て
い
た
の
と
同
樣
に
、
勞
働
地
代
の 

形
で
剩
餘
勞
働
が
收.靡
さ
れ
る
、
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
體
制
の
も
と
に
お
け
る
農 

奴
の
.『

_
家』

經
營
は
、

—

農
奴
主
的
地
主
の
直®

經
營
に
働
き
手
を『

保 

證』

す

.る

か

ぎ
り

.

に
お
い
て
.の
み
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、 

資
本
制
的
生
產
樣
式
の
も
と
に
お
い
て
、
勞
慟
者
が
、必
要
生
產
物
を
入
手
す
る 

:こ
と
が
で
き
る
の
は
剩
餘
價
値
を
生
產
し
う
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
で
あ
つ 

た
の
と
同
，樣
に
、
そ
こ
で
は
、
農
奴
は
地
主
の
直
營
地
に
剩
餘
勞
働
を
提
供
す 

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
彼

の

『

自
家』

經
營
の
存
立
を
ゆ
る
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。

. 

,
ソ

:
と
こ
.ろ
で
、
：
こ

の

農

奴

の

翼.

』

經
營
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
農 

奴

が「

つ
ね
に
自
分
の
生
活_

手
段
を
^
分
自
身
で
.
獨
立
に
♦
砠
矶
め
^
 

働
者
と
し
て
.
自
分
の
家
族
とと
も
に
生
產
せ
ね
ば
な
ら
ぬよ
う
な」

小
經
營 

で
あ
る
、.
と
い
う
點
で
、
奴
！

f

經
營
ま
た
は
植
栽
地
經
營
と
ば
異
る
。
こ
の
勞

歡
カ
と
牛
1'
用
具
と
の
直
結
し
た
生
產
方
擀
避
を
う.ち
た
'て
た
と
.こ
.ろ
に
、'封. 

絶
的
生
產
の
奴
魏
制
生
產
に
對
す
る
進
涉
的
性
格
が
あ
づ
た
の
.で
.あ
る
'。
_
.

,
何
故
か
？「

た
と
え
ば
、
地
主
め
た
め
の
賦
役
勞
働
は
本
源
的
に
は
週
の
う 

'ち
一
百
だ
と
假
定
し
よ
.う
。

週
に
一
百
と
‘い
う
こ
の
.
賦

役

勞

働

は

か

く

し

て

固 

定
さ
れ
て
お
り
、
慣
習
法ま
た
は
成
文
法
に
よ
って
双
#
的
に
^
ま
さ
れ
た
不 

:

變
量
で
あ
る
。.だ
が
、
直
接
的
生
產
者
が
自ff
l
に
す
る
殘
り
の
週
日
の
生
產
性 

は
、.可
變
置
で
あ
っ
て
、
彼
の
經
驗
が
進
む
に
っ
れ
て
、
被
が
新
し
い
欲
望
を 

知
り
、彼
の
生
產
物
の
た
め
の
市
場
が
擴
大
し
、彼
が
自
分
の
勞
働
力
の
：：こ
の
部 

分
を
_
由
に
す
る
保
證
が
增
大
す
る
場
合
と
同
樣
に
、
彼
を
刺
戟
し
て
發
展
す

> 

(

.能
12)

.

る
に
ち
が
い
な
い」

(

傍
點…

…

引
用
者)

：
か
ら
で
あ
る
。■

「

こ
こ
に
、j

定
の 

經
濟
的
發
展
の
可
能
性
が
與
え
ら
れ.て
^
兑」

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い 

そ

、
，封
建
的
生
產
關
係
は
奴
隸
制
に
對
し
て
進
艰
的
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で

.
あ
る
。

■

.
し
か
し
、「

賦
役
勞
働
の
立
却
點
は
勞
働
の
あ
ら
ゆ
る
‘社
會
的
生
產
諸
力.の
. 

未
發
展
性
で
あ
り
、
勞
働
樣
式
そ
の
も
の
の
粗
雜
性
で
あ
る
か
ら
、
賦
役
勞
働 

はS

然
の
理
と
し
て
、
發
展
し
た
生
產
諸
樣
式
の
ば
あ
い
よ
り
も
、
.殊
に
資
本 

制
的
生
產
の
ば
あ
い
，ム
り
も
、
直
接
的
生
產
渚
達
の
總
勞
働
の
遙
か
に
小
さ
な 

.
可
除
部
分
を
奪
い
さ
る

」

‘
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
毛
、
，こ
こ
で
は
、
賦
役
勞
働
は 

す
ぐ
れ
て
土
地
所
有
渚
の

「

恣
意」

と

「

偶
然」

に
よ
っ
て
支
配
き
れ
地
主
の 

直
1

經
營
の
洱
生
產
過
程
の
な
か
で
の
み
、
農

奴

の

『

自
家』

經
營
が
再
生 

:

產
さ
れ
'5
る
に
す
ぎ
ず
、
從
つ
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
.封
建
的
生
産
の 

虫
輝
は
、
員
双
に
は
不
完
全
に.し
が
.な
く
、
む
し
ろ
、
地
主
の
員
に
生
產
の
主 

.
導
性
が
あ
る
と
いつ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ'は
、
こ
こ
に
土
地
折
有
者 

>
の
生
產
的
機
能
を
看
取
し
な
け
れ
ばか
ら
な
い
。
,

.こ

.こ
で
ば
、
土
地
趴
W
#;
,

「

封
逑
的
社
會
櫛
成
體
の
邀
本
的
勰
濟
法
則

J

に
關
す
る
锃
え
得

はV

寄
生
地
主
で
：は
な
い。
' 

•
 

.

:

• 

か
か
る
勞
働
地
代
の
段
階
に
お
い
て
も
、
賦

艰

は

「

間
斷
な
き
再
生
齑
を
通 

じ
て
：…

.時
代
の
經
過
と
共
に

『

習
慣』

及
び
.『
簾

』

と
し
て
規
制
さ
れ
、 

單
な

る『

恣
意』

と『

偶
然』

と
か
ら
漸
次
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
っ
て

…
…

 

i

っ
の
不
變
量
に
固
定
さ
れ
る
に
至
る

」

と
は
い
え
、
.
少
く
と
も
ヴィ
リ

力

チ 

オ
ン
體
制
の
初
期
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
者
"
領
主
の「
恣
意」

と
-.
偶
然」 

と
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の.で
あ
っ
た
。'
そ
れ
故
に
、「

他
の
す
べ
て
の
事
情
を 

同
等
不
變
な
も
の
と
前
提
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
直
接
生
產
者
が
自
分
自
身 

の
i

を
改
善
し
、
當
裕
に
な
り
、.不
可
缺
な
生
活
_

手
段
を
こ
え
る
超
過 

分
を
生
產
し
う
る
か.
.
•
• 
.•ま
た
生
產
し
ぅ
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
変
に
か
と
い
ぅ 

こ
と
は
、.
ま
つ
た
く
、…

…

賦
役
譲
の
相
對
的
大>
さ
に
依
存」

し
て
い
た 

の
で
あ
る
。
.
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11
地
代
形
態
の
轉
換
と
地
代
作
出
機
構 

賦
役
勞
働
の
全
面
的
糜
棄
、
よ
り
よ
く
い
え
ば
、
封
建
地
代
の
形
態
轉
換
、 

す
な
わ
ち
、
勞®

代
の
生
產
物
地
代
ま
た
は
货m
地
代
へ
の
推
轉
によ
つ 

.
て
、
農
奴
は
隸
農
に
轉
化
し
、
斜
建
的
生
產
に
お
け
る
經
營
主
體
は
完
全
に
隸 

農
の
側
に
移
さ
れ
、
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
制
は
崩
壊
し
て
純
粹
斜
建
制
が
成
立
す 

る
。
か
か
る
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
制
か
ら
純
粹
封
建
制
へ
の
推
轉
ま
た
は
封
建
地 

.代
の
形
態
轉
化
が
、
結
果
と
し
て

「

農
民
の
隸
颶
程
度
の
弱
化
お2
從
そ
の
勞 

働
に
對
す
る
領
主
權
力
の
後
退
、
農
民
經
營
の
獨
立
性
の
著
し
い
强
化

」

を
战
汰 

ら
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
隸
賜
農
民
が

「

一，直
線
の
解
放
と
上
向
の
道
を.迪」

■ 

つ
た
こ
と
の
結
果
で
は
な
く
し
て
、
商
品
經
濟
の
發
達
を
契
機
と
す
る
封
建
領 

主
の
地
代
量
率
墙
大
の
.志
向
に
よ
つ
て
^

介
さ

水
て
い
た
こ

と

が
見
' ^

さ
れ
て

.

.

'

耳

ニ

ハ

,
'
,

(

四
21
四)

.

'
.は
な
ら
な
い
。，
そ
の
こ
：と

は

「

農
奴
解
放」：：

が
領
主
自
身
の「

解
放
狀」

に
よ 

■つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

ル
ィ
五
世

(

一- 

三

—- 

五
年
七
月
三 

H) 

及
，び
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
：五
世

(

一
三
.一
八
年
一
月
ニ
三
日

) 

の
.「

王
地
.の
農
奴
解
放
に
關
す
る0
令」

の
序
文
に
は
次
の
如
く
驅
わ
れ
て-
> 

る
0 

: 

' 

. 

V
- 

「

自
然
法
に
よ
れ
ば
各
人
は
生
れ
乍
ら
に
し
て
自
由
で
あ
る

s
e
l
o
n
c
'
l
e

なr-

oit d
e

 

n
a
t
u
r
e

 e
h
a
s
c
u
n

 

doie 

n
e
s
t
r
e

 

f
r
a
n
c

 

が
故
に
、
.
我
が HI

民
の
多
く
の
人
間
が
農
奴
制
の
題
絆
に
陷
つ
て
ゐ
.るM

o
u
l
t

 d
e

 

^
®3
0
i

w
 

d
e

 

e
o
m
m
u
n

 p
u

ffi'ple 

s
o
i
e
n
t

 

e
n
c
l
i
e
u
e
s

o
yly

a
n
s

 d
e

 

s
e
r
v
i
t
u
t
e

こ
と
は
朕
を
甚
だ
不
決
な
ら
し
め
る

m
o
u
l
t

 

nous.desplel: 

…
…

我
が
王
國
が
フ
ラ
ン
ク
の
王
國

〔

■自
由
な
る
者
の
國〕

と
呼
ば
れ
る
こ
と

.
を
考
慮
し
、
且
つ
事
實
さ
ぅ
あ
る
こ
と
を
希
望
し
て.
我
が
全
王
國
ー
般
に

oqe
n
e
r
a
u
m
e
n
t

 

p
a
r

ct
o
u
t 

n
o
s
t
r
e

 

r
o
a
u
m
©

 

か
か
る
農
奴
制
が
再
び 

自
由
と
な
り-telew M

e
r
v
i
t
u
t
e
w

 

H
i
©
s
©
w 

p 

f
r
a
n
c
h
i
s
e
、 

且
つ
、
古
来
か
ら
或
は
新
た
に
、
結
婚
及
び
農
奴
身
分
の
土
地
へ
の
居
住
に
よ 

つ
て
農
奴
制
の
覊
絆.に
陷
つ
た
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
.も
の
に
對
し
て
、
自
由
が 

良
き
且
つ
適
當
な
ふ
條
件
に
於
い
て
與
へ
ら
る
ベき
こ
と

f

l-J
a
n
c
h
i
s
e

tQ
o
ff 

d
o
n
n
e
e

 
0 

げ
o
yfc
j
e
s<D
C+
s

y
ô
Q
y
p
^
e
s

 

e
o
n
d
i
c
i
o
n
s

 

を
命
ず
る…

我 

.

がM

民
は
マ
ン
*
ル
ト
及
び
フ
ォ
ル
マ
リ
ヤIジ
ュ
を
も
早
今
ま
で
の
如
く
負 

は
さ
る
ベ
.き
で
は
.な
'い
、
耳
つ
、
農
奴
を
も
て
る
他
の
諸
領
主
は
朕
に
模
範
を
と 

り
彼
ら
を
解
放
す
べ
き
で
あ
るla>
s 

s
©
i
g
n

<£>
u
r
s

 

cjui orrtiaom- 

m
e
w

 d
e

o
o
^
p
w
.
p
H
o
I
l
g
x
l
e
t

 e
s
e
m
p
l
e
.
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f
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i
s 
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e
m
e
n
e
i
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 franchise

」
。

こ

の「

素
晴
.し
い
表
現
の
ぅ
ち
に
隱
さ
九
て
い
る
と
こ
ろ
'の
現
i's
理
解
芯

I!

-ぜ
：̂』

泛̂ソ̂
起
#
;
^
;
^
^
,
1

-?
.
^
¥
髮
5奪粟会
！
^

A'
、
\v:
.-
;
,
, 

c
<
5
1

，r
.
5
v
^
>
A

*̂」

>
、
'
^
g

r.
^
^
^
^
y

jc
^
?̂c
p
^
^

っ
.い
て
.は
、
旣
に
現
代
歷
史
家
の
定
齔0-
-
4
石
と
こ
ろ
で
1
り
、
從
.っ
て
，、
こ 

こ
で
は
、
こ
の「

解
放
狀J.

の
直
接
的
解
釋
が
問
題
で
は
な
く
、こ
の「

農
奴 

解
放」

に
よ
っ
て
、

「

人
間
及
び
土
地
に
對
す
る
支
配1
關

き(

農
奴
制)

が
崩
壊 

し
て
、「

借
地
契
約
關
係
が
！
！{現
さ
れ
た
そ
の
程
度
に
應
じ
て
、

reine Grund- 

herrschaft 

が
現
'わ
れ」

そ

め「

^
®B*
e Grundherrschaf t > 

の
成 

立
、
と
共
に
發
生じ
た
i

契
約
に
-
8H
'
る
渺
似
於
^
託
紀
酚
釙
盼
^
生
產
物 

:

地
代N

a
t
c
r
a
l
p
a
c
h
t

と
な
つ
た
こ
と
、
'
 
す
な
わ
ち
、
か
か
る
封
建
地
代| 

勝6
4

於
を
押
し
す
す
め
る
契
機
と
し
て
、
齡

阶rh
'
歡

M

4
#'
l
e>
'
、 

t

解
放」

m
令
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
认
。

.

ン
※

「

農
民
は
決
し
て
常
に
新
し
い
自
由
を
渴
望
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

大
部
分
變
萆
の
主
導
は
領
主
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一'(Welow, 
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そ
こ
に
は
、
單
に
商
品
經
濟
の
發
展
に
對
す
る
領
主
的
對
應
と
い
う
こ
と
に 

と
ど
ま
ら
ず
、
明
ら
か
に
地
代
量
率
を
增
大
せ
し
め
よ
う
と
す
る
勒
建
領
主
の 

意
圖
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
勿
論
、
ポ
ル 

シ
ュ
ネ
フ
の
よ
う
に
、

封
建
地
代
の
發
生
と
增
大
が
、

「

封
建
的
社
會
構
成
體' 

の
恙
本
的
經
濟
法
則

」

だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

蓋
し
、
、

「

生
產
物
地
代 

5

い
て
は
、
農
民
の
搾
取
率
は
お
そ
ら
く
、
わ
ず
か
な
が
ら
低
下
し
た
.で
あ 

V
C

う
H

、
.封
建
制
度
の
全
體
を
通
じ
て
、

「

封
建
地
代
率
は
原
則
と
し
て
增. 

大
し
なi

j

か
^
.で
あ
る
。

:

し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
封
建
領
主
が
地
代
形
態
の
轉
化
に
よ
っ
て
少
く 

と
.
.;4
封
建
地
代
最
を
增
大
しよ
う

と
す
る
意
圖
が
な
か
つ
，た
と
い
う
と
と
は
で

T

封
建
的
社
會
櫞
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
服

」

.
に
關
す
.る

覺

え

書
.

き
な
，い
。
橄
代
形
態
の
轉
換
に
よ
っ
て
封
建
地
代
の
量
率
が
規
實
に
增
大
し
た 

か
ど
う
.か
、
と
い
う
こ
と
.と
、
封
建
的
土
地
所
有
者
が
地
代
形
態
の
轉
換
に
よ 

つ
て
封
建
地
代
を
墙
大
せ
し
め
よ
う
と
意
圖
し
た
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
と
は 

別
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
客
觀
的
な
法
則
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
封
建
的 

土
地
所
有
者
の
主
觀
的
な
意
圖
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
封
建
的 

土
地
所
有
者
が
地
代
形
態
の
轉
換
に
よ
っ
て
地
代
の
增
大
を
意
圖
し
な
が
ら
、 

む
し
ろ
そ
の
こ.と
に
よ
っ
て
、
客
觀
的
に
は
地
代
の
量
率
を
相
對
的
.に
は
減
少 

せ
し
め
る
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を 

明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た.の
で
あ
る
。

勞
働
地
代
の
段
階
に
お
い
て
は
、

先
き
に
述
べ
た
如
く
、

「

自
然
の
理
と
し 

て
、
發
展
し
た
生
產
諸
樣
式
の
ば
あ
い
よ
.り
も
、

…
…

直
接
生
產
者
の
總
勞
働
の 

遙
か
に
小
さ
い
可
除
部
分
を
奪
い
さ
る

」

に
す
ぎ
な
い
。
蓋
し
、
そ
こ
で
は
、 

農
民
は
未
だ
封
建
的
生
塵
の
完
全
な
る
主
體
渚
と
な
っ
.て
い
な
い
か
ら
で
あ 

る
。
し
か
る
に
、'か
.か
る
賦
役
勞
働
の
全
面
的
廢
築
、
す
な
わ
ち
、
勞
1

代 

の
生
產
t

代
ま
た
社
貨
®

代
へ
の
推
轉
は
、
地
代
作
出
機
構
の
基
礎
が
變 

化
し
、
封
建
的
生
產
に
お
け
る
經t
王
體
が
農
民
の
側
に
全
面
的
に
移
さ
れ
た 

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
剩
餘
勞
働
は

「

も
は
や
地
主 

ま
た
は
そ
の
代
表
者
の
監
視
や
強
制
の
も
と
で
は
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、 

む
し
ろ
直
接
生
產
者
は
、
直
接
的
強
制
の
代
り
に
諸
關
係
の
力
に
よ
り
、
鞭
の 

代
り
.に
法
律
的
規
定
に
よ.っ
て
顿
り
た
て
ら
れ
、
自
分
自
身
の
責
任
の
も
と
で 

剩
餘
1

を
し
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

」

こ
の
よ
う
な
、

地
代
作
出
機
構
の
基
礎 

の
變
化
に
よ
つ.て
、「

な
お
依
然
と
し
て『

封
建
的
貢
納
義
務』

の
も
と
に
お 

か
れ
な
が
ら
も
、
小
經
營
が
自
ら
の
農
民
的
土
地
保
有
を
.

『

裏
實
上
の
農
民
的 

土
地
所
有』

.た
ら
し
め
、
し
た
が
っ
て
、
封
建
渺
ぬH

:
#
汾

か

あ

抓

.
五
三
：

(

四
'五
五)

、

.
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一
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一

策

ギ

.

.
ぐ

. 

、

t
2

〕
....

龄
阶
と
し
て
ぢ
ら
わ
る
べ
音
根
據
が
あ
ウ
た
の
で
あ
る
^
ハ
傻
點
ミ…

引

磐) 

'
'.
-
.こ
の
よ
う
に
地
代
形
態
の
轉
換
は
、
恭
ル.シ
f
不
フ
や
メ
ィ
マ
ン"
ス
.力
ー 

ス
キ
ン
，の
よ
う
に
地
代
量
率
の
增
大
と
の
關
述
よ
り
は
む
し
ろ
、
封
建
地
代
作 

出
機
構
の
拣
礎
の
變
化
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
：て
重
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
た 

の
で
あ
る
。
か.か
る
地
代
作
出
機
構
の'栽
漉
が
變
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
"
封 

.建
的
土 

_所
有
者
は
生
產
的
機
能
を
失
っ
て
、
寄
生
的
な
辕
を
受
け
と
り
、
 

■寄
生
的
な
地
代
收
奪
考
と
し
て
小
經i

生
產
カ
の
發
展
の
た
め
の
桎
梏
に
轉 

化
す
る
の
で
あ
る
。
が<,
し
て
、
.小
經
營
的
生
產
カ
發
展
の
だ
め
の
、
澍
建
的 

土
地
所
有
の
臌
棄
が
日
程
に
の
ぼ
る
。

し
か
し
、
こ
の
.よ
う
，な
地
代
作
出
機
構
の
基
礎
の
變
化
に
と
.も
な
う
'「

事 

實
上
の
農
民
的
土
地

1

前j 

.の
生
成
は
、「2

1

營
農
民=
小
經
營j

が

「

さ
ら 

-
に
そ
の
生̂

カ
の
發
展
と
と
も
に
、
階
級
分
化
を
遂
げ
て

」
「
『

事
實
上
の
農
民 

的
土
地
所
有』

形
態
な
る
經
營
樣
式
に
ま
で
迪
り
つ
く

」

と
い
う
よ
う
に
理
解 

さ
る
べ
.き
で
は
な
く
、r

他
方
に
お
け
る
、

商
品
流
通

=

生
產
ベ
の
領
^

^=

 

地
、壬
的
對
靡
と
の
對
立
關
係
に
お
い
て
、
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」 

こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て

「

商
品
生
產
は
封
建
制
度<0
: 

.構
成
部
分
ぢ
就」

り
、r

商
品=

貨
幣
關
係
は
、

あ
る
限
度
ま
で
は、
' 封
建
制 

度
を
强
固
に
し
、
勸
赞
者
に
た
い
す
る
封
建
制
度
に
^
^
の
搾
取
を
强
化
す
る 

.こ
と
を
た
#

1」

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
«

にこ
そ
、
‘少
く
と
も「

封
建
地
代
の 

總
額
は
封
建
主
義
全
期
を
通
じ
て
增
大
し
だ

」

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
斜
建
地
代
總
額
の
，增
犬
を
メ
ィ
マ

ン

卩

ス

ヵ

ー

ス

キ

ン

の 

'
よ
う
に「

勞
働
生
產
性
の
不
斷
の
增
大
に
基
礎
を
有
す
る
搾
取
率
の
增
大
に
よ 

つ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
往
民
の
»
1
に
よ
り
、‘
領
主
に
. 

よ
つ
て
摊
取
ざ
れ
る
直
接
生
產
渚
數
の
增
大
の
結
果
で
あ
る」

と
い
う
の
は
正

五
四
：

:c

四
五
六)

.

し
く
な
い
.。
な
る
ほ
ど
、.ご
の
‘封
議
代
總
額
の
增
大
：は
、
直
接
的
に
は
搾
取 

率
の
曆
大
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
は
.な
い
か
も
し
れ.な
い
。
し
か
し
、
 

そ

れ

が「

住
民
の
增
⑽」

卩

「

生
產
卷
數
の
增
大
の
結
果.

」

で
あ
り
、
總
じ
て
、 

「

封
建f

の
存
し
た
激
世
紀
間
に
お
い
て
、

封
建
諸
國
の
人
口
が
何
倍
か
に
增 

犬

し

と

す

る

な

ら

ば

、
そ
れ
は
、
地
代
作
出
機
構
の
蓮
礎
の
變
化
に
も
と 

ず
く
封
建
的
隸
農
卩
小
經
營
の

「

勞
働
生
產
性
の
不
斷
の
增
大
に
某
礎
を
有
す 

る」

も
の
之
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
_
し
、

「

^
民
の
it
加」 

は
、
生
.產
力
の
發
展
を
究
局
の
根
據
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

註
1

V 

力̂t

^
v vr

封
建
制
機
糨
の
某
：本
的
經
濟
法
則
に
つ
い
て」

、
前
抱
、
 

經
評
、

一
七
四
頁
。
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註
2〕

川
久
保
八
A
夫
、
前
掲
論
文
、
六
.七
頁
。

(

詫
3
0
.
.
高
橋
幸
八
郞
、.
前
揭
書
、
一

ii〇
—

.一

頁
。
/

S

S

同
上
、
三
ニ
頁
以
下
參
照
。
’

(

酶

5
.

)
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註

.
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〉
W
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註
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、
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八
郎
、
前
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、
四
九
頁
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12)

論
壇
時
評
、T

近
代
的
土
地
所
有
生
成
の
分
析
視
黠
に
ら
い
て」

、
經 

評
、
昭
和
ニ
十
：四
年
ニ
月
號
、
四
ー
頁
'°
.
 

.

(

註
13)

.
ここ
に「
讓
實

±
の
農
民
的
'土
地
所
有」

と
は
、
土
地
を「

事
货
±

j

•
H己
の
.土
地
と
し
て
現
焚
の
關
係
に
お
い
て
自
由
に
享
受
•
處
理〔

遺
贈• 

赠
與
、寶
货
乃K

土
货
借〕

し
う
る
親
度
に
^

utile> 

o
i
g
e
n
t
u
m
〕

(

下
級
所
有
權)

は
そ
の
政
底
を
固
め
た
こ
と
、
し
か
し
他 

方
、
か
か
る
対
逑
的
農
K
保
有
に
對
し
て
行
使
さ
れ
る
封
速
地
代
收
取
の
規 

定
八 droit e

m
i
n
e
n
t

 
>
.

〔d
o
m
a
i
n
e

 .direc

cr, 

〇
"b

<l>
r
e
i
g
e
n
t
u
m
〕
(

上 

.

級
所
有
權
d
の
存
在
は
'
 

こ
の
よ
う
な
農
民
の
土
地
が
な
お
完
全
に
自
主
的 

な
近
代
的
土
地
所
有
權
に
轉
化
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い

た
、
こ

の

よ

う
な
封 

述
的
制
限
を
含
む
所
謂
農
民
的
土
地
所
有C

傍
點…

…

引
用
者)

Apropri- 

^
 p

a
y
s
a
n
n
e

Y」
(

高
橋
幸
八
郞「

市
尻
茶
命
の
櫳
造」

ニ
ニ
四
I
五
頁) 

の
こ

と
で
あ
つ

て

、

藤
田
五
郎
氏
の
い
わ
れ
た
意
味
で
の
そ
れ
で
は
な
い
。
 

(

註
14)

藤
田
五
郎

「

近
世
農
政
史
論

」

、
二
一
三
頁
。

£

15)

前
揭
、「

近
代
的
土
地
所
有
生
成
の
分
析
視
點
に
つ
い
て

」

、
四一

頁
。 

(

詫
16)

丨(

註
17)

.

前
描
•、「

封
速
的
社
會
權
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則
に
つ 

い
て」

、
經
評
ー
〇
四
頁
。.脎
評
、'.六
一
頁
。

S
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20)

r

t
s -
j;「

封
雄
制
機
權
の
基
本
的
經
濟
法
則 

に
つ
い
て」

一
七
四
莨
0

li
i

「

封
建
的
社
會
糨
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則

」

の
定
式 

'

%
し
て
、
封
建
地
代
量
ま
た
は
率
が

r

封
.建
、王
義
の
最
後
の
世
紀
に
お
い
て 

は
む
し
ろ
減
少
し
た

」

' と
す
る
な
ら
ば
、.
そ
れ
は
商
品
經
濟
の
發
展
に
も
と
ず 

く

、

農
產
篇
格
の
上
昇
の
結
衆
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は

「

小
農
民
經
營」

の 

.生
產
カ
の
增
大
に
も
と
ず
く
萠
芬
的
利
潤
の
生
成
の
結
果
か
の
い
ず
れ
か
で
あ 

.
つ

た

の

：で

あ

，
つ
：
て

、
：
決

し

て

、

封

建

的

土

地

所

有

者

に

地

代

量

率

を

增

大

ぜ

し
 

.め
よ
.う
と
す
る
意
_
が
_な
か
づ
.た
'か
ち
で
は
な
い̂
■
で
..あ
る
。.
.，む
し
'
ろ

、
.
'
封

建

「

封
建
的
社
#
僙
成
體
の
蕋
本
的
經
濟
法
則

」

に
關
す
る
甍
え
害

的
土
地
所
有
蕃
は
、.常
に
、
地
代
量
率
の
增
大
を
意
圖
し
な
が
ら
、
否
む
し
ろ 

そ
れ
故
に
、
封
建
的
生
產
の
發
展
に
つ
れ
て
、
地
代
量
率
の
減
少
が
結
泶
さ
れ 

た
と
こ
ろ
に
財
建
的
社
會
構
成
體
の
經
濟
的
な
客
觀
的
法
則
性
が
あ
つ
た
の
で 

あ
る
。

こ
れ
恰
も
、
資
本
制
社
會
に
お
い
て
、
谷
資
本
家
は
最
大
限
の
刺
潤

CO
. 

獲
得
を
意
阔
し
な
が
ら
、
否
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
に
ょ
つ
て
' 
平
均
利
潤
の
法 

則
を
生
み
だ
し
、
觅
に
、
利
澗
率
の
傾
向
的
低
下
.の
法
則
が
結
果
さ
れ
た
一
と 

と
正
に
同
樣
で
あ
る
。

か
く
て
、r

そ
れ
ぞ
れ
の
社
會
構
成
體.の
某
本
的
經
濟
法
則
は' 

生
產
の
0

(

营

)

ト

的
を
し
め
さ
な
け
れ
ば
な
ら

j

ず
、「

.封
建
制
の
基
本
的
經
濟
法
則
は
、

封
建 

機
構
の
本
質
、
そ
の
矛®
對
立
す
る
發
展
過
程
、
資
本
主
義
機
構
へ
の
推
移
の 

不
可
避
性
を
滿1-」

も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば、「

封
建
的
社
會
構
成
體
の
某 

本
的
經
濟
法
則」

採
次
の
如
く
に
定
式
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。 

『

生
產
過
程
の
個
別
的
牌
格
と
封
建
的
大
土
地
所
有
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
を
そ 

の
菡
本
的
矛
盾
と
し
て
も
ち
、
小
農
民
經
營
を
發
展
さ
せ
な
が
ら
、
土
地
所
有 

に
も
と
ず
い
て
、
農
民
か
ら
地
代
を
、
剩
餘
價
値
ま
た
は
剩
餘
生
產
物
の
唯
一 

の
支
配
的
で
正.常
的
な
形
態
と
し
て
收
迤
す
る
こ
と

』

。
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ー
九
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|
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年
ニ
月
--
.
:
0
!

——

(

.許
i

r

t
x-
,
、; ,「

封
建
制
機
構
の
基
本
的
經
濟
法
則
に
つ
い
て」

、
一
七 

四

頁

。 

•

(

註
2
0 

.
前
掲
、r

封
建
的
社
會
權
成
體
.の
迤
本
的
趑
濟
法
則
に
つ
い
て」

、
經 

評
、

！

〇
:*
;
頁
、
歷
評
、
六
ニ
頁
。
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メ
ィ
マ
ン
.：

=. ス
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ヵ
ー
ス
キ
ン
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前

，揭

論

文

、

一

七
：；

頁

。

'な
お
、
ソ
同

.盟
P
史
學
會
の
討
論
過
程
を
知
り
、
.問
題
を
發
展
さ
せ
る
た
め

7r
:五

(

四
私
七)
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食
要
な
文
献
と
し.て
、
最
近
，

山
岡
萆
一
，.木
原
正
雄
㈱
、
s
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m

s
 

の
甚
本
法
則」

が
公
刊
さ
れ
た
が
、
小
稿
が
旣
に
印
刷
に
附
さ
れ
た
後
で
あ 

っ
た
の
で
執
筆
に.際
し
そ
利
用
す
る
こ
と
；が
で
き
な
か
っ
た
。

,

〔

附
記〕

小
稿
は
、「

地
主
的
土
地
所
有
の
存
在
構
铐

一

な
る
硏
究
テ
ー
マ 

.
に
ょ
っ
て
享
け
た
、
本

塾「

昭
和
三
十
年
度
上
半
期
阢
究
助
成
金

」

に
も
' 

と
ず
く
研
究
の
一
部
を
な
す
。
最
初
、
.當

「

助
成
金」

に
ょ
っ
て
廣
島
縣 

某

村

の「

實
態
調
查」

を
行
ぅ
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
、

ソ
同
盟
歴
史 

學

會

の
~1
封
建
的
社
會
權
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則

」

に
關
す
る
討
論
成 

果
の
總
括
論
文
が
發
表
さ
れ
、

そ
の
理
解
と
檢
討
な
し
に
は
、

r

半
封
.建 

的」

と
い
わ
れ
る
わ
ぶ
國
の

「

地
主
的
土
地
所
有」

も

充
分
に
は
理
解さ 

れ
え
な
い
と
考
え
、

「

土
地
所
有
の
性
格
規
定
の
た
め
の
序
說

」

と
し
て
、 

こ
の
硏
究
を
な
し
た
次
第
で.あ
る
。

戰
爭
に
た
い
す

る

.
十

一一
年
の
鬪
爭」

に
ょ
せ
る

飯

田

鼎

,
b
u mu

B

 h
e
r
r
s
c
h
e
n
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1
、

は

し

が

き

.

.

ニ
、

一
九
三
〇
年
初
頭
の
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
の
狀
勢
と

ナ

チ

ス

の

登

場
■ 

• 

...

•
三
、.'
反

フ

ァ

ッ

シ

ョ

統

一

戰

線

の

失

敗 

.四
、
ナ
チ
ス
支
配
下
に
お
，け
る
抵
抗
運
動

1

.

「

全
世
界
い
た
ると
こ
ろ
に

お

い

て

、
今

日

の

胄

ヸ

は

死

の

^

ロ

に

立

た
さ
れ 

て
い
る
。
何
百^
人
と
い
う
靑
年
た
ち
が
、
：ま
、だ
成
年
に
達
し
.な
い
そ
の
生
命':

を
、
自
由
の
た
め
に
捧
げ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
夢
の
た
め
に
、
す
で
に
何
百
海 

と
い
う
靑
年
が
死
ん
で
い
づ
た
が
、
お
そ
ら
く
戰
爭
の
終
つ
た
と
き
に
は
ク
さ 

ら
に
何
百
萬
が
盲
者
と
な
ヶ
、
聲
者
，
.と
な
り
、
不
具
者
と
な
つ
て
、
こ
の
入
を
が 

あ
た
え
る
美
し
い
も
の
か.ら
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
、
そ
の
餘
生
を
お
く
ら
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
こと
に
な
つ
て
い
る
だ
ろ
う
。
今
や
五
大
陸
の
す
べ
て
に
わ 

た
つ
て
、
そ
の
市
民
た
ち
が
ひt
す
ら
自
由
を
ま
も
り
た
い
ば
か
り
に
、
あ
る 

い
は
牢
獄
と
拷
問
、
あ
る
い
は
苦
痛
と
飢
餓
と
勞
苦
と
を
忍
ん
で
い
な
い
國
民 

は
、
お
そ
ら
く
一
 

つ
と
し
て
あ
る
ま
い
。
全
世
界
の
靑
年
が
、
そ
の
生
命
、
そ 

の
所
有
物
の
一
切
を
紙
げ
る
ょ
う
耍
求
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
多
く
の
も 

の
.の
生
涯
に
お
い
て
、
す
，で
に
こ
れ
で
二
度
目
で
あ
る
。
彼
等
は
、
彼
务
自
身 

が
お
こ
し
た
の
で
も
な
ん
で
も
な.い
戰
.い
の
な
か
.で
苦
闘
し
て
い
る
の
だ
。
そ 

し

て

戰

い

の

生

む

結

果

に

つ

い

て

も

、

ま
た
、

お

そ

'̂
く

そ

れ

は
不

幸
に

し

て 

彼
等
の
ほ
と
ん.ど
、
い
な
、
ま
つ.た
く

あ
ず

か

.り

知

ら

ぬ

形

を

と

る

こ
と
で
.あ 

ろ
う
。
彼
等
こ
そ
は
、
彼
等
自
身
っ
く
っ
た

6

で
も
な
い
運
命
の
た
め
の
_
牲

イ

フ
T
シ
ズ
ム
に
か
ん
す
る

fh
え
得

五

七
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四
五
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